
防 虫 科 学 弟 38 巻-I

AnalysisofCommercialMosquitoCoilSmokebyGasChromatography.KiyoshiTAt(lURA,
AkiraYAMAJI,Masaji6Eand HidetakaYuKl(FacultyofPharmaceuticalSciences,Osaka
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5. ガスクE)マ トグラフィーによる市販蚊取線香の煩煙の分析 滝浦 潔,山路 田,大江方=,

由岐英剛 (大阪大学薬学部.大阪府豊中市刀根山) 47.ll.1.受理

7Tf版蚊取線香の炊煙分析を目的として, 煤煙を垣接ガスクロマトグラフィーに導入する方法を検

討した.

蚊取線香の燥煙中より, 低沸点成分として acetaldebyde,furan,propionaldehyde,acetone,

acrolein,benzene,toluene,Ⅹylene,styreneが確認された. これらは線香基剤の熱分解生成物

によるものと考察できた.

旭畑中より殺虫成分として allethrin,pyrethrinIがガスクロマトグラフィーにより検出された.

また各社の殺虫成分の相速も認められた.

緒 論

蚊取線香はわが国では燥煙殺虫剤として古い歴史を

持つが.配合されている除虫菊 の殺虫成分である

pyrethroidは人畜に対してむ性が極めて低く, また

蚊取線香は持続性,拡散性を有し.簡単かつ安価に班

用できうるなどの利点より今日なお広く愛用されてい

る.

蚊取線香の研光では,配合されている殺虫成分 (天

然および合成 pyrethroid)にBgする報告が多く, ガ

スクロマトグラフィー(GC)による天然 pyrethrinl,2･3),

allethrinl)の定立分析法の報告もみられる.蚊取線香

の煉煙の GC分析には迅kii'S,煙を溶剤に捕災している

が6), 焼畑を田抜GCに封入する報告はほとんどなく,

わずかにGodinらl)の報告があるにすぎない.Godin

らは pyrethrum ェキスを合有す ろ蚊取線香の煙を

GCで分析することにより,pyrethrin系殺虫成分が
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煙中に移行することを確認しているが.その畑畑のtIn
災法など,詳細については明らかでなかった.

著者らは,市販蚊取線香の燃焼の分析を目的として.

畑地のGCへの直は導入を試みた.その結狐 畑畑中
より低排点成分 (韮剤の熱分解生成物)および高抑点

成分 (殺虫成分)を確認できたので報告する.

実験方法

1.試料および失験袋田

蚊取線香は日本製3社の市淑蚊取線香を用いた

(MosquitocoilA,B,Cと仮称).尖鹸波田には山川

GC-1C型ガスクロマトグラフ (水諸壬炎 イオン化枚山

餌付)を班用し,カラムにはステンレス製内径3mm.

長さ2.6mを班用した.

2.炊煙のGC導入法

燃焼の捕耗法はFig.1に示す方法を用いた.蚊収線

香の燃焼を30mgのサンプルぴん中に採取し. シリコ

- iDni.r.ecgti:霊 C.cieadtog,a｡hy

Fig.1. Collectionmethodofmosquitocoilsmokeforgas
chromatographicanalysIS.

1:samplebottle(30mt),2:mosquitocoil,
3:syringe(10mt),4:silicorLrubberstopper
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ンゴム椎のついたキ1.ツプで昭托し,江別朋で5mL畑

を採取後.粥はGCにEt入LT=.

3.pyrcthrum ェキスのihW同クロマトグラフィー

(TLC)による分耶
蚊1&綿布IIIの恐山成分引JA,-Jtji:するため,pyrethrum

エキスの TLC分離により,各 pyrcthrinの肌恥をrJ

た.TLCには kicselguhrGcIG プレー ト.出悶桁
媒bcnzcnc:cthylacetate(85:15)を用い,上界法
で行なった. Rf他 校耶色素として ButterYellow,

Indophenolを班用した7,令)."pyrethrinI"成分 (Rf

0.59),および .'pyrethrinII"成分 (Rf0.47)の相

当部分をかきとりchloroform 抽出後,GCの按品と

した.なお pyrethrum ェキス,allethrinは吉富製

兆株式会社製を使用した.

実験結果および考察

1.蚊取線香悠煙の低抑点成分のガスクロマ トグラ

ム

蚊取線香の煤煙の低沸点成分に関する報告はみられ

ない.著者らは煤煙 5mEを直接 GCに注入し,その

20 min.

10 20 min.

Retentiontime(min.)

Fig.2. Gaschromatogramsofvolatilecomponents

ofmosquitocoilsmoke.
GCconditions:Column･,25,% PEG6000onCclitc545

(60-80mesh),columntemp.;(a)80oC,(b)125oC,

FID (103×0.8),carriergas;N2(60mt/min.),
Sample:Japanesecommercialmosquitocoil(A).

Peak 1:lightgas
3:acetaldehyde
5:propionaldehyde
7:acrolein
9:benzene

ll:m,L)-Xylene
13:styrene

2:unknowncompd.
4:luran
6:acetone
8:methylethylketone
10:toluene

12:0-xylene
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低排点成分を検索した.GCの分離カラムには種 検々

討の結架,25% PEG6000を使用し,カラム温度800

および1250の両条件下でFig.2に示すガスクロマトグ

ラムが得られた.各ピ-クは揺品の保持時間より同定

している.

なお,蚊取線香の基剤であるタブ粉を用いて線香を

作り,その炊煙を同じ条件下でGCを測定すると,市

販蚊取線香と同様のガスクロマトグラムを示した. こ

のことより低沸点成分として同定されたピークは,蚊

取線香の主成分である基剤 (タブ粉など)の熱分解生

成物であると考察される.蚊取線香の燃焼温度は約

800oCと報告されているが○), 著者らは別に植物ゴム

類,各種多触塀の800oCにおける熱分解ガスクロマト

グラフィーにより,acetaldehyde,furan,acetone,

acroleinおよび benzene,tolueneなどの芳香族化

合物の生成を確認している10'.蚊取線香基剤のタブ粉,

木粉はセルロースを主とする多相体と考えられ6), 前

述の結果とよく一致する.

また3社の柿板線香のガスクロマトグラムにはほと

んど相迎は認められなかった.

Mosquitocoil(A)
smoke
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2.蚊取線香煤煙の高跳点成分 (殺虫成分)のガス

クロマトグラム

蚊取線香に配合されている殺虫成分 (pyrethrin,

allethrin)のGCにBgしてはすでに多くの報告がある

が,著者らは3% SE-30カラムを使用した.SE-30

(カラム温度210o)の条件では,前述の低沸点成分は分

離されないが,高沸点成分 (殺虫成分)の分離には最

適であった.Fig.3は3杜 の市販蚊取線香の炊煙を

GCに直接導入した場合の高沸点成分のガスクロマト

グラムを示している.タブ粉を用いた線香)1-剤の畑地

か らは ピークは認められず, ガスクロマトグラム

(Fig.3)上の成分は蚊取線香中 の殺虫成分が畑地に

移行したものと考えられ それらピークの同定を行な

った.

ピーク1は控品の保持時間よりallethrinと同起し

た.ピーク2は pyrethrum ェキスの成分と一致する

が,pyrethrum ェキスは Fig.3のように放班の混合

物であり梯品 とはなりえない.そこでStahlらの方

法7･8)により TLC を用いて pyrethrum エキスを

"pyrethrinl''と"pyrethrinII"に分離し.分離成

Mosquitocoil(B)
smoke

0 5 10min. 0

Mosquitocoil(C)
smoke

5 101nin.

Pyrethrum extract

0 5 10 min. 0 5 10min.

Fig.3. Gaschromatogramsofsomecommercialmosquitocoilsmokes.

GCconditions:column;3% SE-300nchromosorbW (60-80mesh)

2.6mx3mm,columntemp.;210oC,FID (103×0.8),

Carriergas;N2(60mt/min.),
Peak1:allethrin 2:pyrethrinI

3:cinerinI 4:cinerinII

5:pyrethrinII,jasmolinII
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JJlをGCに托入LT=.その気fi!7!およびpyrcthroid･糊の

GCの押付 1･12)よりpyrethrum ェキスのガスクロマ

トグラム(Fig.3)の成分はそれぞれ.ピーク2:pyre･

thrinI.ピーク3:cincrinI. ピーク4:cincrinIT,

ピーク5:pyrcthrirLII.jasmolinltと悶起した.す

なわも, 杜̂の蚊取緑市の柵畑より抑認されたピーク

2は pyrethrinTと開延できる.

なお^杜の蚊取線番粉末を石油エーテルで拙目し.

汎節状をGCで分析すると.多用の a11ethrin.pyre.

thrinIと非'/l'fに少_RのcinerinI,ⅠⅠおよびpyrethrin

IIが認められた.このことよりA社蚊取線香の矯煙よ

りpyrethrinⅠのみが得られ,他のpyrethroid成分は

少員のため確認するに至らなかったものと推察できる.

A,ち,C,3社の蚊取線香の照煙 のガスクロマトグ

ラムを比較すると,A杜からは allethrin,pyrethrinI

が認められたが.B,C祉からはallethrinのみが確認

された.

以上の如く.蚊取線香の畑感をGCで分析すること

により.熱分胴生成物および殺止り式分の分析が可能で

あった.この方法は非職 こ仰易であり.また実際に殺

虫作用を示す照焼成分の定性分析ができる利点を持つ

ものと考えられろ.
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Summaz･y

lnordertoanalysethecomponentsofcom･

mercialmosquitocoilsmokesdirectly,gaschro･

matographyofthesmolくeSWasinvestigated.

Acetaldehyde,luran,propionaldehyde,acetone,

acrolein,benzene,totuene,xylene andstyrenc

wereidentifiedbygaschromatograplly(25% PEG

6000Column).Thcsccompoundsareconsidered

tobethepyrolyticproductsderivedfrom the

basicmaterialsofmosquitocons.

Furthermore.gaschromatography (SE-30col･

umn)indicatedthatthesmokesContainthein･

secticidalconstitucnts(allethrin,pyrethrinI).

Differencesoftheinsecticidalconstituentsamong

thecommercialcoilsWereShownbygascIlrO･

matogramsoltheirsmokes.

EtudeSuplePouYoirInsecticidedea-tran8-Allethrine.AkifumiHAYAsHIetT占tsuoTANAKA

(Laboratoired'EntomolgieAppliqu占C,Soci占t6PharmaceutiqueTaisho)Recule7Novembre,

1972.Botyu･Kagaku.38,29,1973.(avecresumeFrancais32)

6. a-trams-Allethrinの殺虫効果について 林 晃史, 田中哲雄 (大正製薬株式会社研究部

防虫科学研究室)47.ll.7受理

Allethrinの trans-(+)isomerである Bio-allethrinの殺虫力について火映を行なっT:. 局所

施用法.唄霧降下法.折紙接触法のいずれの方法でも.従来の allethrinJ:り松山力が搾れていT=.

イエバェに対するノックダウン効果も phttlalthrin>d-Ll･anS-.lllcthrin>allcthrinの咽に低下し

た.殺j'キプー)効果もたかく,防疫用朝出刑と

新規ピレスロイドの開発とともに,既存のものの力

価をあげろ研兜 もすすめられていろ.la-trms-allc･

thrinも力価の円評価で江口されているものの一つで

ある.Loste.etct.(1967)3)や Falcs.etat.(1971,

1972)l･2)らの研究招ltliもあるが.本邦においての詳細

なる報告がないので,火験を行ない知見を得たので報

告する.

しての火IT]性がJUJl!jされ'.J.

本文に入るにmL.実験に協力された研究室の各位

に捌.Qを衣する.

実験材料および方法

供試薬剤

突放に用いた殺虫剤は allethrin (工業用原体).

phthalthrin (工業IT]原体) と d-Erans-allethrinで.
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